
平成２６年度　第１回 
総合研究機構　エレクトロニクス研究所	

　講演会のお知らせ	

　体の中で任意のタンパク質を発現させ、病気を治す。そのためには遺伝子を標的
細胞の核に送り届け、タンパク質を発現させることが必要になる。 
　本講演では、そんな究極の疾患治療法である遺伝子治療を実現するための、高
分子化学を駆使して創り上げる遺伝子送達システムの開発を概説する。	

講演者：長田　健介　特任准教授	  
所属：東京大学大学院工学系研究科バイオエンジニアリング専攻	

日時：平成２６年４月２５日（金） 
　　　　 １６：２０～１７：５０ 
場所：福岡工業大学Ａ棟２階　Ａ２５講義室 
お問い合わせ：生命環境科学科　宮元研究室　（092）606-3977 
　　　　　　　　　　総合研究機構事務室　阿部    （092）606-6935 


